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株主総会にご出席 される場合、新型コロナウィルス感染防止のためご入場

いただける人数に制限を設けさせて頂きます。ご用意できる席数を限らせ

ていただきますので会場にご入場頂けない場合がございます。

また、株主総会にご出席される際は、マ不ク着用・アルコール消毒・検温

などの感染防止予防策にご協力いただきますようお願い申しあげますと共に

お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出くださいますよう

お願い申しあげます。

尚、例年株主総会終了後開催 してお ります株主懇親ゴルフ会は、今年も同日

に開催いたしますのでご参加のほど宜しくお願い申しあげます。
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(2)設備投資等の状況

当事業年度における設備投資の総額は、53,521千 円で、その主なもの

は次のとおりであります。

構築物   南N02防球ネット新設工事     8,600千円

構築物  東 7番橋掛替工事         4,110千 円

リース資産 フェアウエイ刈込機          6,720千 円

(3)資金調達の状況

該当事項はありません。

(4)当社が対処すべき課題

開場 60周年記念行事も無事終了し、今後 70年又は 75年に向け

従来より継続 しているテーマを実施することといたします。

1)財務内容の一層の改善を目指 し、諸経費の圧縮 と共に遊休資産

の整理を進めます。

2)ゴルフ・コースはもちろん、附帯設備の充分なメンテナンスを

行い稼働に万全を期すものと致します。

3)SDGsに かかわり従来より取 り上げているテーマの充実を図 り関

連業界に於いてのリーダーシップを維持 してまいります。

以上の課題に注力 し株主の皆様に高い評価を頂くよう努力する

所存でありますので、どうかご支援とご指導を賜 りますようにお

願い申しあげます。

)*(SDGs  Sustainable Development Ooals

テーマ  N03  すべての人に健康 と福祉を

N07  エネルギーをみんなに、そしてクリーンに

N09  産業と技術革新の基盤を作ろう

N013 気候変動に具体的な対策を

N015 陸の豊かさも守ろう

全17テーマの内5テーマを対象といたします。
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2 会社の株式に関する事項

株式の状況 (令和 3年 12月 31日 現在)

① 発行可能株式総数       2,980株
② 発行済株式の総数       2,147株
③ 株主数            1:561名
④ 大株主

(注 )当社は自己株式を400株保有しておりましたが、令和 3年 9月 30日 付けで400株全数を
消却致しました。

株 主 名 所 有 株 式 数 持 株 比 率

束 ソ m
%

7 73

高 橋 正 孝

大  河  原     茂     夫

日産 東 京 販 売 ホー ル デ ィ ン グス m
金 沢 朋 子

内 藤 潔 0 98

l■l 集 英 社 5 0 23

宮 本 製 粉 閉 4

医 療 法 人 社 団 明 芳 会 3

旭 化 学 合 成 田 他28名
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(3)取締役及び監査役の報酬等の額

取 締 役 監 査 役 計 摘 要

支 給 人 員 支 給 額 支 給 人 員 支 給 額 支 給 人 員 支 給 額

6名 26,260千 円 1名 1,800千 円 7名 28,060千 円

(注)1 平成 2年 3月 30日 開催の株主総会決議による報酬の額

取締役 年額 60,000千円以内

昭和57年 3月 26日 開催の株主総会決議による報酬の額

監査役 年額 10,000千円以内

2 上記支給額のほか使用人兼務取締役 1名 の使用人分の給与8,898千 FElの 支給が

あります。

3 社外役員5名 の報酬の額は6,600千 円であります。

4 期末現在の人員は、取締役 6名 、監査役3名 であります。

尚、監査役 2名 は無報酬であります。

(4)社外役員 に関す る事項

① 他の法人等の業務執行取締役等の兼任状況及び当社と当該他の法人

等との関係

該当事項はありません。

② 他の法人等の社外役員の兼任状況及び当社と当該他の法人等との関係

該当事項はありません。

③ 当事業年度における主な活動状況

名氏 当事業年度 にお け る主な活動状況

取締役 内 藤   潔
当事業年度開催の取締役会5回 の内5回 に出席し、経営の執

行について指摘、助言を行つております。

取締役 多 賀 俊 幸
当事業年度開催の取締役会5回 の内5回 に出席し、経営の執

行について指摘、助言を行つております。

監査役 伊 東 輝 昌

当事業年度開催の取締役会5回 の内5回 、監査役会6回 の内6

回に出席し、経営の執行について指摘、助言を行っており

ます。

監査役 官 島 壮  太

当事業年度開催の取締役会5回 の内5回 、監査役会6回 の内6

回に出席し、経営の執行について指摘、助言を行つており

ます。

監査役 岩 崎 徳 雄

当事業年度開催の取締役会5回 の内5回 、監査役会6回 の内6

回に出席し、経営の執行について指摘、助言を行つており

ます。
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5 会計監査人の状況

(1)会計監査人の名称

監査法人A&Aパ ー トナーズ

(2)当事業年度に係る会計監査人の報Ell等 の額

報酬等の額

公認会計士法 (昭和23年法律第103号)第 2条第 1

項の監査業務の報酬等の額
4,500千 円

公認会計士法第 2条第 1項の業務以外の業務に係る

報酬等の額
一千円

合計 4,500千 円

(注)1.当 社と会計監査人との監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品

取引法に基づく監査の監査報酬等の額を明確に区分しておらず、実質的に

も区分できませんので、当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額にはこ

れらの合計額を記載しております。

2 監査役会は、会計監査人の監査計画の内容、会計監査の職務遂行状況及び

報酬見積 りの算出根拠等が適切であるかどうかについて必要な検証を行つ

たうえで、会計監査人の報酬等の額について同意の判断をいたしました。

(3)会計監査人の解任又は不再任の決定の方針

当社は、当社の都合による場合のほか、当該会計監査人が会社法第

340条第 1項各号に定められている解任事由に該当すると判断 した場

合、もしくは、監督官庁から監査業務停止処分を受ける等、当社の監

査業務に重大な支障をきたす事態が生じた場合には、監査役会の同意

又は請求により、取締役会が会計監査人の解任又は不再任議案を株主

総会に提出いたします。
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前号の使用人の取締役からの独立性に関する事項

監査役はその使用人に監査業務に必要な事項を命令することができ

るものとし、監査役より監査業務に必要な命令を受けた使用人は、そ

の命令に関して取締役等の指揮命令を受けないものとする。

取締役及び使用人が監査役に報告するための体制及び当該報告をした

者が当該報告をしたことを理由として不利な取扱いを受けないことを

確保するための体制

取締役及び使用人は、法令、定款に違反する恐れのある場合、ある

いは会社に重大な損失を与える事実を発見した場合は当該事項を速や

かに監査役 (会 )に報告する。また、その報告をした者が不利な取扱

いを受けないよう体制を整備する。

その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制

取締役及び使用人は監査役監査に対する理解を深め、監査役監査の

環境を整備するよう努めるとともに取締役 との定期的な意見交換会を

開催 し、また社外監査部門との連携を図り、適切な意思疎通及び効率

的な監査業務の遂行を図る。また、監査役の職務の執行について生ず

る費用等については会社規程に則 り適正に処理する。

業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要

①取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制

取締役会は 5回開催 してお り、社外監査役を含む監査役 も出席

し、経営への監視を行つている。

②監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制

監査役会は 6回開催 し、監査に関する重要な事項につき、協議 。

決議を行っている。
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科 目 金 額

士冗 上

年 会 費 及 び ロ ッ カ ー 収 入

プ J又

食 ′
　

又

店

他
　
原

士冗堂
　
の

　
上

冗 上

入

1面

千円

210,212

549,986

133,749

22,336

千 円

916,284

908,011

上 総 益 8,273

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 124,042

営 業 損 失 115,768

営 業 外 収 益

受 取 利 虐、 及 び 配 当 金

名  義  書  換  料

固 定 資 貸 料

雑 収

1,085

128,000

9,260

18,298 156,644

営 業 外 費 用

雑 損 失

経 常 益

特 損 失

固 定 資 産 除 却 損

40,808

196

税 引 前 当 期 純 利 益 40,611

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 13,017

当 期 純 益 27.593

(注)記載金額は、千円未満の端数を切り捨てて表示しております。

損 益 計 算 書

(令和 3年 1月 1日 から令和 3年 12月 31日 まで)
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個別注記表

1.重要な会計方針

(1)商品、原材料及び貯蔵品は、いずれも先入先出法に基づく原価法 (貸借対照表価額
は収益性の低下による簿価切下げの方法により算定)に よって評価しております。

(2)有価証券

満期保有目的の債券            ・

償却原価法 (定額法)を採用しております。

その他有価証券

時価のあるもの

期末日の市場価格等に基づく時価法 (評価差額は全部純資産直入法により処理
し、売却原価は総平均法により算定)

時価のないもの

総平均法に基づく原価法

(3)固定資産の減価償却の方法

① 有形固定資産 (リ ース資産を除く)

有形固定資産の減価償却の方法は、定率法によっております。ただし、平成10年

4月 1日 以後に取得した建物 (建物附属設備を除く)及び平成28年 4月 1日 以後
に取得した建物附属設備、構築物については、定額法によつております。

② 無形固定資産 (リ ース資産を除く)

無形固定資産の減価償去,の方法は、定額法によつております。ただし、ソフトウ
ェア (自 社利用分)については、社内における利用可能期間 (5年)に基づく定

額法によっております。

③ リース資産

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。
(4)賞与引当金は、従業員の賞与の支払に備えるため、支給見込額に基づき計上してお

ります。

(5)退職給付引当金は、従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給
付債務の見込額を計上しております。

(6)消費税等の会計処理は税抜方式によっております。

2.表示方法の変更に関する注記

(「会計上の見積りの開示に関する会計基準」の適用)

「会計上の見積りの開示に関する会計基準」 (企業会計基準第31号 2020年 3月 31日 )

を当会計年度の年度末に係る計算書類から適用し、個別注記表に重要な会計上の見積り

に関する注記を記載しております。

3.重要な会計上の見積りに関する注記

(固 定資産の減損)

(1)当 事業年度の計算書類に計上した金額

有形固定資産2,368,129千 円

(2)識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報

当社は、ゴルフ場経営を主たる事業としており、決算日ごとに単一の資産グループ

単位で減損の兆候の有無を判定しております。減損の兆候となる主な事象として

は、営業活動から生じる損益が継続してマイナス、又は資産の用途もしくは経営

戦略の著しい変更、経営環境の著しい悪化等が該当します。
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*2 入会金預 り金及び会員預 り保証金は、償還期限が定められていないことから将来キ

ヤツシユ・フローを合理的に見積ることができず、時価を把握することが極めて困
難と認められるため、時価開示の対象 としてお りません。

(注 3)金銭債権の決算 日後の償還予定額
(単位 :千円)

1年 以 内 1年超 5年以内 5年超10年 以内

現金及び預金 1,327,325

7 1株当たり情報に関する注記

(1)1株 当たり純資産額

(2)1株 当たり当期純利益

604,647円 55銭

12,852円23銭
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計算書類等の監査における監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施 した監査に基づいて、全体としての計

算書類等に不正又は誤うによる重要な虚偽表示がないかどうかについて
合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から計算書類等に
対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤うにより発
生する可能性があり、個別に又は集計すると、計算書類等の利用者の意
思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判
断される。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に
従つて、監査の過程を通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業
的懐疑心を保持 して以下を実施する。
・ 不正又は誤謬による重要な虚偽表示 リスクを識別 し、評価する。ま
た、重要な虚偽表示 リスクに対応 した監査手続を立案 し、実施する。
監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。 さらに、意見表明の
基礎 となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。
。 計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明す
るためのものではないが、監査人は、リスク評価の実施に際 して、状
況に応 じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統
制を検討する。
。 経営者が採用 した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営
者によって行われた会計上の見積 りの合理性及び関連する注記事項の
妥当性を評価する。
。 経営者が継続企業を前提 として計算書類等を作成することが適切で
あるかどうか、また、入手 した監査証拠に基づき、継続企業の前提に
重要な疑義を生 じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性
が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不
確実性が認められる場合は、監査報告書において計算書類等の注記事
項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する計算書類等の
注記事項が適切でない場合は、計算書類等に対 して除外事項付意見を
表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書 日まで
に入手 した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企
業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当
と認められる企業会計の基準に準拠 しているかどうかとともに、関連
する注記事項を含めた計算書類等の表示、構成及び内容、並びに計算
書類等が基礎 となる取引や会計事象を適正に表示 しているかどうかを
評価する。
監査人は、監査役及び監査役会に対 して、計画 した監査の範囲とその

実施時期、監査の実施過程で識別 した内部統制の重要な不備を含む監査
上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項に
ついて報告を行 う。

利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員 との間には、公認会計士法の規定

により記載すべき利害関係はない。
上

-20-



―IZ―

°
,γn f■2子ヽ

^程
WEとAヽCコ,尋田ゾ自色瞥刷(θう́Ωイ(¥聖翠ig

叫ΩY曇章擢唾影島ΨラT計
｀
量章擢Ψ口

｀
¥注ビ祥尋尋)蘇曇章擢

｀
曇

田ゾ陥雪朝⑫ツ9イ早酵茉章9ツコlコ専業章4県
｀
♀0晋コ,コギ⑫丁脅

°
7■■9率認艶理)Q即コ,

董力
｀
f,要縁日¥裂⑫昌9ヽ1)n戦轟)。形コ,会(↓響暑擢し米

↓日8ZビOIttιI筆士)職晋II蟻勇習9準晶コ早瑠」2(ヨ章

9r,留コ1=号彰181彰籠扉章擢■し)「畔Ⅵ⑫97'準瀞摯脅

マコツνα影コl lT熙、γ影繁⑦黎軸JqヽγY早覇擢し
｀
7f°γ

η撃0率認腑理)OWコ董で
｀
fi要認早」

=)ヽ
ACコ1瞭聯影唯

摯釉⑫

'0ヽ
γY7瑠擢しコ|■77'準型コ9イ降瑠孝γヽ9ヽ1)

■軍¥認早瑠孝I熙し`γヽ
｀
■針着孝箭下⑫不取さγY7瑠擢↓③

°
7■■■7ヽA陥¥孝百阜

｀
9

半認陥理)nwコ董ヵ
｀
f,要そ早書コ1明騨

=)ヽ
ACコ,瞭淋⑫

日喜9イ彰帥⑫ツ9ヽγttY日珊9イ諺撃迎
｀
)ヽACコ(V`Y

4畔聯鰈M)l率Ⅵ9ヽ1)7マ勤薫♀0晋コ禦平裂県9イ彪M⑫
黎γし諺撃迎ワ準ロコ勤鷲⑫畔勁99軍コ1コ8彰9イ重I彰¥
001彰贈群影軍撃科し)■7⑫q↓董カコ97'羊着摯2~lT熙

⑫黎半⑦■しΥ絆珊⑫ツ畔効⑫97'手着摯2P■9準e熙コ,

準
=OY↓

珊、γ影唯⑫黎徹⑫影響迎9＼n)2マ準型コ1早群茉章⑦
°
7nf■7＼n豆鯉孝誡淋⑫翼打0と黎¥D_ヽA

鉾コ堕茉章↓董T9X■幸
｀
■幕□2島蘇量察¥η董軍

｀
9率

2節理)QWコ,董で
｀
(1要認早首キ)ヽACDlW淋影唯⑦黎勁⑫ツ

9ヽγttY日珊ΩY諺響竃
｀
n当用コ禦↓↓董軍珊⑫ツ予諺響聖①

°
7■■■軍¥そ畢瑞以撃翠⑫土て

｀
コヽマイツα髪コ,勤薫⑫鷺拳⑫∇瑞9イ彰XII⑫群旱|｀

`国
認聾

鞄量
′
鼻⑫マ島Yビ珊ΩY影響迎

｀
へヽ影コ

'翁

研影⑫摯徹
｀
IJギ⑫早

瑠q`鷲載コl義晋⑫∇瑠諺畢珊79=墨γし諺畢瑠
｀
■1諺早瑠号(Z)

°
7■■9率2陥理)aWコ,

董力
｀
f,要2早淋)ヽACコ)骰獣影唯⑫摯勁⑦ツ9ヽγY畢瑠擢じΩ

Y窮影響迎
｀ヽ
γE19 f'要2早酵)＼nCコl音響9イη聯軍¥⑫早覇

9ヽγ諺豆珊号
｀
9=認島酵影⑫黎徹

｀
IJ7⑫∇瑠■

'ラ
諺早瑠(I)

彰M⑦ツΩY撃翠⑫早瑠⑫じ諺早瑠ΩY諺畢瑠
・I

°
準
=q 7ヽA早群

`ギ
マ⑫上て

｀
■筆劫認曇早淋畢珊Ψ

｀
丁⑫聖暑

｀
♀07コ,曇

早酵畢瑠7nw劫、

"早
瑠号

｀
)q凶コ影唯⑫黎軸⑫影響竃⑫軍ル茉章

騨89彰⑫,f tt 18ビZI寺8唯↓9ヽγtt T rT寺8日立↓
｀
■1し諺豪瑠宗

自平早 淋 早珊

早酵享勇0拳砂豪署



2.監査の結果

(1)事業報告等の監査結果

① 事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の

状況を正 しく示 しているものと認めます。

② 取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若 しくは定款

に違反する重大な事実は認められません。

③ 内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると

認めます。また、当該内部統制システムに関する事業報告の記載

内容及び取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認め

られません。

(2)計算書類及びその附属明細書の監査結果

会計監査人監査法人A&Aパ ー トナーズの監査の方法及び結果は

相当であると認めます。

令和 4年 2月 25日

株式会社 日高カン トリー倶楽部 監査役会

腿 役(常 勤)伊 東 輝 昌 ①
監 査 役 宮 島 壮 太 ①
監 査 役 岩 崎 徳 雄 ①

(注)監査役伊東輝昌、宮島壮太、岩崎徳雄の3氏は、社外監査役であります。

以 上

以  上
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第 2号議案 登記上の発行可能株式総数を変更する件

当社の発行可能株式総数は定款上2,980株 ですが、登記上2,737株 と

なってお り243株相違 しています。そこで登記上の発行可能株式総

数を変更して定款上の発行可能株式総数に合わせることについて

ご承認をお願いするものであります。

1 登記上の発行可能株式総数

現状の発行可能株式総数  2,737株

変更する発行可能株式総数  243株増加

変更後の発行可能株式総数 2,980株

2 背景

平成17年 12月 15日 開催の取締役会で自己株式243株を消却し株式

消去,日 を平成17年 12月 22日 とすることが決議された。

それを受けまして平成 18年 3月 15日 に発行済株式総数変更の

登記を行い登記が完了いたしました。

申請内容は発行済株式総数を2,790株から243株減らし2,547株

とする目的でありました。 ところが実際の登記は発行可能株式

総数も同様に243株減少 して2,980株 から2,737株 と変更になり

ました。

そこで当社顧問弁護士を通 して埼玉地方法務局に指導を依頼 しま

した所、登記上の発行可能株式総数を2,980株 に戻すのであれば

株主総会の決議を経て登記の変更手続きをするしかないという

ことです。

当社としては定款上の発行可能株式総数を変更する意思はあり

ませんので登記上の発行可能株式総数を変更するものであり

ます。

以上
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